
子育て支援施設に関するアンケート調査結果抜粋 

アンケート日時 令和元年６月２日（日）１０時～１４時  

場所 流山市生涯学習センター セントラルパークフェスタにて 

 

アンケートの「その他」欄等 自由記述があった部分 

・発達に不安がある親子はなかなか遊び場がないので安心できるところが欲しい。 
・施設も必要だが、ソフト面での運営方法等先を見てのプランをよく考えてほしい。 
・知らないところに行きにくい 
・近くにないが、松戸の施設があるので問題ない 
・予約が必要だと気軽に行けない 
・狭い 
・混んでいる 
・職員によって対応が異なる（していい事、わるい事） 
・児童館職員が引きこもって様子を見に来ない 
・松戸市には 10 時から 18 時まで利用できる施設があるが流山にはない 
・夏休みの学童は 10 時から（児童館開始時間？） 
・夏休み待てる場所が欲しい  
・大きな子がいても使いやすいと良い 
・児童館のスタッフ２人、開館中も基本的に事務所スペースでずっと事務作業している。仲介役の

人がいない状態で、ゼロから居合わせた利用者のママと自己紹介し合って友達になる…のはさす

がに無理。結局、子どもと１対１の時間がずっと続く 

前に住んでた福島市には民間運営の子育て支援センター「みんなの家＠ふくしま」があり、ここは

昼の時間帯に閉鎖しないどころか、スタッフが一緒に昼ご飯を食べてくれる。他の時間帯も３人く

らいいるスタッフのうち１人以上は一緒に遊び場スペースの方にいてくれるので、保護者も自分の

子どもと遊びつつ、スタッフとおしゃべりもできるから、非常にラクだし楽しい。４月の福島旅行の際

に再訪したが、親子で楽しく過ごせて、普通の児童館との違いを感じた。 

 
≪改善してほしい点≫ 
・土日祝に利用できない 
・飲食など休憩スペースがない 
・公園などの屋外の空間がない 
・施設まで遠い 
・一人でいきづらい 
にチェックを入れた方が多く見受けられた。 
 
≪良かった点≫ 
・自宅から近い 
・子どもと遊びに行ける 
・友達に会える 



・施設のスタッフに子育て等の相談ができる 
にチェックを入れた方が多く見受けられた。 
 
子育てワークショップの付箋 
・児童館の利用者が、０～３歳くらいまでで中高生が利用できていない。 
・図書館が小さいのが点在している。大きいのがあない。 
・広い室内あそび場が欲しい 雨の日、炎天下遊びに行けない。 
・遊びを教えてくれる団体が少ない 
 
上記に関連して、メンバー間で出ている内容を下記に書き留めておきます。 
 
・支援事業者の横の繋がり、勉強会などを開催する必要性があるのではないか 
・児童館等子どもだけで行くことも多い施設においては、課題や改善点が顕在化しにくい

為、定期的な内覧や第三者評価等より良い環境を作る方策を検討してはどうか。 
・切れ目のない子育て環境を地域で実現する為に保健師、保育士、支援員等のネットワーキ

ングを強めていく必要がある。 
 
以上、具体策もありますが気になった点を書きとめておきます。ご質問等ございましたら、

田中・白澤へご連絡いただければと思います。 


